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1 はじめに

OPE(教育用オープンプラットホーム環境) [1]では複
数のユーザー環境を選択的に構築できる。これは配布ス
ペックファイルで統一的に書かれたインストール手順に
したがって行なっている。スペックファイルでは拡張さ
れた編集ディレクティブを採用し、また専用のビルトイ
ンコマンドを作成することで簡潔な記述を実現すること
で OPEデベロッパーへの開発コストを大幅に削減する
ことができた。また、ユーザーインターフェースに関し
ては専用コマンド (opeu)による CUIと、ncursesで作
成された opegによる TUIがある。いずれの場合もディ
ストリビューションの検索機能があり所要の環境をたや
すく探し出せるように工夫している。本稿では opeuと
そのスペックファイルの記述および専用のシェルについ
て解説する。

2 opeu とは
opeu[2]は、OPEシステムの中でユーザ環境を構築す

るバックエンドにあたると共に、ユーザの全ての環境を
規定するプログラムである。また、特定環境名 (カテゴ
リー名)を入力するだけで、全てのユーザランドを構築す
るマルチディストリビューションインストーラともなっ
ている。

opeuは FreeBSDの ports/packagesシステム [3]と連
携して動作する。この際、portsシステムを変更せず、基
本的に packagesをインストールした後に、必要な設定
ファイルを編集し変更する。opeuでは portsツリーに
は一切の変更を行なわない。したがって、opeuの各種
の設定ファイルも FreeBSDのCVS portsツリー (ports-
current)に準拠して設定される。

opeuの利用方法には大きく分けて、専用インストー
ラ (ope)の中で利用される場合と、OS(FreeBSD)イン
ストール後に単独で利用される場合の 2 つが考えられ

る。専用インストーラとの連携については、OSインス
トール後のネットワーク環境設定およびユーザ登録情報
を受け取ってユーザ環境を構築するいわばOS基本環境
設定後のバックエンドシステムとして働く。一方、OS
インストール後の利用については、必要な環境変数を与
えればOSインストール後に利用可能となるため、ディ
ストリビューションインストーラとなる。

3 システム概要

opeuシステム全体の構成を図 1に示す。opeuシステ
ムは opeuコマンド、ディストリビューションツリー、カ
テゴリー・環境設定ファイル等のコンフィギュレーショ
ンファイル群から成る。

distribution tree
$DISTSDIR

general office school

developer

user
presenter

developer
teacher

student

Summary: General User
Name: General_User
Release: 1.0
Group: general/user
Distributer: Tarou yamada
Notice:
%description

spec file

commands

buitin commands

opeu

environment variables

ope.conf

spec file shell

図 1 opeuシステム概要

opeuはその引数で指定されたインストール対象のディ
ストリビューションに対応するスペックファイルをディ
ストリビューションツリーから取り出し、附属のスペッ
クファイルシェルで解析する。スペックファイルの指示
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にしたがって、該当するディストリビューション部のマ
クロ毎に指定された処置を行なう。このとき、必要な環
境変数の値は ope.confから、スペックファイル特有の
処理はビルトインコマンドを呼出すことで行なう。

4 スペックファイルと編集ディレクティブ

4.1 スペックファイルの仕様

opeu で使用するスペックファイル [2] は Linux/
RPM[4]のスペックファイルに類似の構造を持ち、全体
はプリアンブル部とディストリビューション作成部に分
けられる。プリアンブル部には、そのカテゴリーのディ
ストリビューションの説明・規定を記述する。ディスト
リビューション作成部は、そのカテゴリーのディストリ
ビューションを作成するための手続きを記述する。基本
的にRPMと同じ名前のディレクティブを使用している。

4.2 スペックファイル専用シェル

RPMと同様にスペックファイル中の各マクロディレ
クティブの下で共通に記述できるシェルを作成した。こ
のOPEスペックファイル専用シェルは SH, Perl, Ruby
といった完全な言語仕様のものではなく、それらの言語
仕様を簡潔に記述した形式をとっている。一般にシステ
ム記述の基本は各種設定ファイルの作成・編集であり、
多くの場合A = Bなどの代入文の形態をしており、Bの
値を変更する形式のものが多い。また、必要な設定ファ
イル・ディレクトリを作成・削除したり、シンボリック
リンクを変更したりすることも多い。このような場合、
各々のファイルのバックアップを取ったり、ディレクト
リの場合には再帰的なファイルのコピーを行なったりす
る必要がある。さらにバックアップの場合には元ファイ
ルの状態の復元を考慮すると元ファイルと前ファイルに
分ける必要も生じ、これらを通常のシェルで記述すると
コード記述量も嵩む。OPEスペックファイル専用シェ
ルではこのような細々とした処理を 1行単位で記述でき
るように工夫されており、ファイル名 [op]:exprの単
純化された形式に統一されている。

5 まとめ

opeuはインストーラ組込みでユーザランド構築時に
使えると同時に、単独でOSインストール後も使えると
いうポータビリティを持っている。また、OS附属のパッ
ケージインストールシステム (ports/packages)とは完全
に独立しているので、OSのインストールシステムの依
存性がない。筆者等はOPEスペックファイルの専用シェ
ルを作成し、これに基づくいくつかのスペックファイル
を記述した。既に、general, office, schoolの 3つのカテ
ゴリーにおいて複数個のディストリビューションを作成
したが、このうち general/user, school/cct-client
では完全なユーザー環境の構築を確認できた。現在、ス
ペックファイルの仕様を見直し、より洗練されたものに
再構築中であるが、この改良によってスペックファイル
作成のコストが削減され、ディストリビューション作成
の生産効率が向上するものと期待している。
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